
ガラスのまち長浜に
新スポット誕生！
その名は

第２回長浜アーバングラスコンペティショングランプリ作品　
場所：長浜駅口交差点

２ 特集
平成25年度予算

８ 組織機機構図
14 まちの話題やながはま百景
ながはま見聞録

24 ながはまの文化財
長浜曳山祭

26 情報広場
28 ときめ輝びと
板山きよ美さん
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24 ながはまの文化財
長浜曳山祭

26 情報広場
28 ときめ輝びと
板山きよ美さん
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歳入 

532億円 

市税 
168億円 

地方交付税 
129億円 

市債 
64億円 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
12億円 

その他14億円 

地方譲与税・ 
地方消費税など 
17億円 

国庫支出金 
59億円 

県支出金 
32億円 

繰入金 
37億円 

平成25年度の  
一般会計予算額は 

532億円 532億円 

１６８億３９４万円 １２８億７０００万円 

５９億１１９８万円 ３２億４０６３万円 

６３億７５００万円 

１７億２７９０万円 

３７億５８７万円 

１１億８８０６万円 

１３億７６６２万円 

１６８億３９４万円 １２８億７０００万円 

５９億１１９８万円 ３２億４０６３万円 

６３億７５００万円 

１７億２７９０万円 

３７億５８７万円 

１１億８８０６万円 

１３億７６６２万円 

１６８億３９４万円 １２８億７０００万円 

５９億１１９８万円 ３２億４０６３万円 

６３億７５００万円 

１７億２７９０万円 

３７億５８７万円 

１１億８８０６万円 

１３億７６６２万円 

市　　税 地方交付税 

国庫支出金 県支出金 

市　　債 

地方譲与税など 

繰　入　金 

分担金・使用料など 

そ　の　他 

（対前年度比4億183万円減）
市民の皆さんからの市民税、固定
資産税、軽自動車税など

（対前年度比2億7000万円減）
人口や税収に応じて国から再配分
されるお金

（対前年度比2億3538万円増）
国が特定の事務事業に対して交付
するお金

（対前年度比1億3921万円減）
県が特定の事務事業に対して交付
するお金

（対前年度比６億7520万円増）
市が行う事業等の借金

（対前年度比9250万円減）
国や県が徴収した税のうち、市町
村に配分されるお金

（対前年度比29億6758万円増）
各種基金から繰り入れるお金

（対前年度比2824万円減）
皆さんが利用される体育館等各施
設の使用料等

（対前年度比２億5362万円増）
諸収入・財産収入・繰越金

７９億８１８０万円 １６６億６５５８万円 ５３億８７５９万円 

２７億８２７４万円 ４０億９１８５万円 １７億２６６４万円 

５３億１１３０万円 ８９億１２８１万円 ３億３９６９万円 

532億円 

総務費  
80億円 公債費  

89億円 

民生費  
167億円 

衛生費  
54億円 

土木費  
41億円 

消防費  
17億円 

教育費  
53億円 

議会費 ３億円 

労働費・商工費・  
農林水産業費  
28億円 

７９億８１８０万円 １６６億６５５８万円 ５３億８７５９万円 

２７億８２７４万円 ４０億９１８５万円 １７億２６６４万円 

５３億１１３０万円 ８９億１２８１万円 ３億３９６９万円 

７９億８１８０万円 １６６億６５５８万円 ５３億８７５９万円 

２７億８２７４万円 ４０億９１８５万円 １７億２６６４万円 

５３億１１３０万円 ８９億１２８１万円 ３億３９６９万円 

総　務　費 

教　育　費 

労働費・商工費・ 
農林水産業費 

民　生　費 

土　木　費 

公　債　費 

衛　生　費 

消　防　費 

そ　の　他 

（対前年度比22億1796万円増）
人権施策、庁舎管理、交通対策防
犯対策、自治振興など

（対前年度比1602万円増）
児童、高齢者、しょうがい者の福
祉推進など

（対前年度比5億3037円増）
予防接種、母子保健、健康増進や
ごみ・し尿の処理など

（対前年度比1億9304万円減）
勤労者の福祉、商業・観光の振興
や農業・林業・水産業の振興など

（対前年度比8784万円増）
道路、公園、公営住宅等の整備や
除雪など

（対前年度比3億9356万円減）
消防・救急活動、水防や災害対策
原子力対策など

（対前年度比11億8643万円減）
学校の管理運営や施設整備、生涯
学習の推進や文化財の保護など

（対前年度比21億3730万円増）
これまでの施設整備などのために借
りたお金の返済（繰上償還分を含む）

（対前年度比1646万円減）
市議会の運営経費、予備費

平成25年度 予算の紹介
一般 会計

い
よ
い
よ
平
成
25
年
度
の

幕
開
け
じ
ゃ
の
う
。

充
実
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？
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。
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平成25年度長浜市は　こんなことに取り組みます

観音文化の振興
542万円
観音文化を大切に守り、継
承するとともに、その魅力
を内外に発信し、誇りと郷
土愛を持つ地域住民を主体
とした持続的な地域振興を
図り、本市の地域ブランド
力の向上をめざします。

集客人口の拡大に向けた観光振興　6,214万円
黒田家発祥の地や石田三成出生の地として、長浜市を全国にPRします。
また奥びわ湖地域を「花と観音の里」としてPRしていきます。

音楽を活かした地域づくり
600万円
広い世代に訴求力のある「音楽」で若者の活
力を呼び起こし、地域の活性化と定住化に向
けた取組みを市民とともに進めます。

長浜駅周辺整備
２億9,923万円
市の玄関口にふさわしい魅力的な駅前空間と
して、駅周辺の有効な土地利用と再整備の支
援に取組みます。

木之本宿の景観保全、
町家ギャラリー　120万円
北国街道木之本宿の町並みを後世に残すた
め、町家の保存・継承による景観形成や、拠
点の整備に取り組みます。

長浜城再興30周年記念事業
166万円
特別企画展「羽柴秀吉　天下統一への
足跡」の開催や、姉妹城である「大阪
城」、黒田官兵衛ゆかりの「姫路城」
と連携して「歴史のまち・長浜」を
PRします。

新庁舎東館一部オープン
33億円（関連事業費含む）
防災の拠点施設として整備して
いる新庁舎のうち、10月から東
館の一部で業務を開始します。
引き続き西館の改修工事を行い
ます。

全小中学校の耐震化が完了
2,400万円
湖北中学校特別教室の耐震補強工事
をもって、市内全小中学校の耐震化
が完了します。

橋梁の安全対策に着手
3,900万円
今後多くの橋が老朽化していくのに備え、市道
の主要な橋梁を対象に長寿命化計画を策定しま
す。また北陸自動車道にかかる６橋の補修に向
けた調査設計を行います。

地域防災、原子力
安全対策を拡充
990万円
住民参加による災害図
上訓練を実施し、地域
防災力を強化します。
また万が一の災害に備
え、総合防災訓練・原
子力防災訓練の実施に
より防災対策の充実を
図り、安全・安心な市
民生活を創ります。

幼稚園舎の耐震化を進めます　
５億800万円
市内全幼稚園の耐震化完了に向け、（仮
称）湖北幼稚園の建設に取りかかります。
また、高月・木之本両幼稚園を認定こど
も園として整備するため、設計に着手し
ます。

まちなか居住推進　2,030万円
住宅の取得に対して助成金を交付するほか、既
存の住宅ストック(町家)の有効活用や市場への
流通を促し、まちなか居住を推進します。

地域をみがき、定住人口の獲得をめざした長浜づくり

市民生活を守るための安心・安全対策

観光振興

我
な
が
ら
立
派
な
城
じ
ゃ

こ
れ
は
わ
し
の

新
し
い
城
か
!?
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舎
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ん
な
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の
で
す
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。
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放課後児童クラブ事業を拡大
１億2,428万円
利用を希望するより多くの児童が放課後児童クラブを利
用できるよう、開設基準を緩和しました。
また、地域による児童クラブの運営費やデマンドタクシ
ー等で児童クラブへ通所する場合の費用を助成します。

結婚相談支援
147万円
昨今の未婚率の上昇を踏まえ、相談事業
をはじめ、婚活イベント等の支援を行う
ことにより将来に向けた地域力向上をめ
ざします。

多文化共生のまちづくりを推進
1,908万円
外国人市民の地域での生活を支えるとともに、国
籍が異なる相手の価値観や文化を理解・尊重し、
共に暮らす多文化共生のまちづくりを推進します。

再生可能エネルギーの積極的導入
5,186万円
安全で持続可能なエネルギー社会を築くため、長浜
再生可能エネルギー利活用方策に基づき、再生可能
エネルギーの導入を促進させる事業を展開します。

安全で持続可能なエネルギー社会の構築

いじめ対策等の実施
231万円
QUテスト（心理テスト）により学級集団の状況
や子ども一人ひとりの満足度・疎外感を把握し、
いじめの早期発見、早期対応に努めます。
また、課題の多い学校にスクールソーシャルワ
ーカーを派遣し、いじめの未然防止に努めます。

通学路の安全対策
400万円
通学状況や周辺環境に合った安全
対策を行い、通学路上での事故根
絶に向け生徒・児童の安心・安全
な道路状況を確保します。

人に頼れる
子育て環境づくり
165万円
子育てや就学等の悩み・心配
について、気軽に、また早期
に相談できる事業を展開し、
信頼できる相談相手づくりを
進め、保護者の子育てパワー
の充実を図ります。

子育て憲章の策定　150万円
学校教育だけでなく、家庭や地域などで市民が一体となっ
て子ども達を支えていくため、大人の子育ての拠り所とな
り、子どもたちの生き方の指針を示す「長浜市子育て憲章」
を策定し、その具現化をめざした取組みを進めます。

未来を担う子ども達のよりよい学びの環境づくり

保健福祉の拠点づくり
７億3,100万円
市民の皆さんが安心して相談できる
拠点として、保健と福祉の機能を連
携させた複合施設を整備します。

山間へき地医療の維持確保　415万円
山間へき地の国保診療所等と市立病院間にネットワ
ークを構築し、山間へき地医療の維持確保に有効な
遠隔医療について調査・検討することで、実用的な
システムの導入に繋げていきます。

地域で支え合えるすこやかな暮らし

しょうがい者福祉の充実
9,333万円
重症心身しょうがい者のための日中活
動の場の整備支援や日常生活用具給付
事業の拡充を図ります。

国保診療所・巡回診療所 市立病院 

ね
ね
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ま
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く
り
の
一
歩
で
す
。 補助金交付事業

●住宅への太陽光発電設備の設置
●家庭や事業所への薪ストーブやペレットストーブ
の設置

●事業所への再生可能エネルギー等の設備の導入
●市民団体が取り組む再生可能エネルギーによる発
電事業

●自治会館への太陽光発電設備および蓄電池の設置

その他の事業
●小水力発電施設の立地条件等を調査し、導入
推進を図ります。

●太陽光発電の導入を促進するため、公共施設
の屋根を民間事業者に貸し出します。
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●市長の事務部局 

市長 副市長 

総務部 

企画部 

市民生活部 

産業経済部 

都市建設部 

会計管理者 

７支所 

北部振興局 

健康福祉部 
【福祉事務所】 

秘書室 
 
市民広報室 
 
 
総務課 
[財産管理室] 
防災危機管理課 
[原子力安全対策室] 
人事課 
[経営企画室] 
[コンプライアンス推進室] 

財政課 
 
庁舎整備室 
 
人権施策推進課 
<長浜地域総合センター> 

契約検査課 
 
 
企画政策課 
 
市民協働推進課 
 
情報政策課 
 
生涯学習・文化スポーツ課 
 
 
環境保全課 
 
[地域エネルギー振興室] 

保険医療課 
 
市民課 
 
税務課 
 
滞納整理課 
 
 
社会福祉課 
 
しょうがい福祉課 
[発達支援センター] 
子育て支援課 
[家庭児童相談室] 
健康推進課 
[地域医療室] 

<北部健康推進センター> 
 
高齢福祉介護課 
 
地域包括支援課 
<長浜地域包括支援センター> 
<北部地域包括支援センター> 

湖北地域介護認定審査室 
 
 

商工振興課 
 
長浜駅周辺まちなか活性化室 
 
観光振興課 
 
農政課 
 
森林整備課 
[鳥獣害対策室] 
 
都市計画課 
[交通対策室] 
[用地対策室]

 
道路河川課 
 
建築住宅課 
 
[住宅適正化推進室] 

開発建築指導課 
 

上下水道課 
 
 
 
 
 
 
 
会計課 
 
 
市立長浜病院 
 
湖北病院 
 
介護老人保健施設 
湖北やすらぎの里 

本館３階 
 
本館３階 
 
 
本館３階 
 
東別館３階 
 
 
本館３階 
 

本館３階 
 
東別館４階

 
 
本館２階 
西上坂町1149-3 

本館２階 
 
 
本館３階 
 
本館２階 
 
東別館６階 
 
本館２階 
 
 
 
本館２階

 
 
本館１階 
 
本館１階 
 
別館１階 
 
本館２階 
 
 

東別館１階 
 
東別館１階 
東別館６階 

東別館１階 
 
東別館６階

 
 
保健センター 
高月分室１階 

東別館１階 
 
東別館１階 
東別館１階 
高月支所１階 

浅井支所1階 
 
 
本館２階 
 
本館２階 
 
本館２階 
 
東別館５階 
 
東別館５階 
 
 
 
東別館５階 

 
東別館４階 
 
 
東別館５階 
 

東別館４階 
 
東別館３階 
 
 
 
 

 
 
 
本館１階 
 
 
大戌亥町313

 
 
木之本町黒田 
1221 
木之本町黒田 
1221

市長・副市長の秘書、儀式、褒賞など 
 
広報広聴など 
 
 
文書法規、情報公開、統計など 
市有財産の総合管理、庁舎管理など 
消防防災、危機管理など 
原子力防災など 
人事、給与など 
行政改革、経営企画など 
コンプライアンスの推進など 

予算編成、財政計画など 
 
庁舎の建設など 
 
人権啓発、男女共同参画推進など 
長浜地域総合センターの管理・運営など 

建設工事等の入札、契約事務、工事検査など 
 
 
市政の総合的推進、総合計画、土地利用など 
 
自治会、ＮＰＯ、防犯、交通安全対策、地域づくり協議会、地域の
国際化など 

情報施策、庁内情報システム整備、電算機器の活用など 
 
社会教育施設・体育施設の管理運営、生涯学習、公民館、青少年育
成、文化振興、スポーツ振興など 
 
環境保全、公害対策、エコライフの推進、公衆衛生、墓地、生活環
境、消費生活など 
地域エネルギーの調査・推進など 

国民健康保険、福祉医療、後期高齢者医療、国民年金など 
 
戸籍、住民票、印鑑証明、外国人登録、住居表示、埋火葬許可など 
 
市県民税、国民健康保険料、固定資産税、軽自動車税、納税など 
 
滞納整理（市税・国民健康保険料）、納付指導など 
 
 
福祉企画、民生委員・児童委員、生活保護など 
 
しょうがい福祉など 
発達支援、相談支援など 
子育て支援、放課後児童クラブなど 
家庭児童相談など 
健康企画、成人保健、母子保健、健康診断、予防接種など 
地域医療、診療所など 

北部振興局区域の成人保健・母子保健など 
 
高齢者福祉、介護認定調査、介護保険など 
 
地域包括支援センターの統括など 
北部地域包括支援センター管轄区域外の高齢者の包括的支援など 
北部振興局区域の高齢者の包括的支援など 

介護認定審査など 
 
 

商工業振興、勤労者福祉、企業内人権、事業資金の融資など 
 
中心市街地活性化、長浜駅周辺の整備など 
 
観光開発、観光施設の整備、観光行事など 
 
農水産振興、担い手支援、生産調整、特産振興、田園整備など 
 
森林整備、治山・林道施設の管理など 
鳥獣害対策など 
 
都市計画、景観、都市整備、公園緑地など 
公共交通対策、駐車場・駐輪場など 
公共用地の取得など

 
道路新設・改良・維持管理、占用、法定外公共物、地籍調査、砂防、
河川、除雪など 
住宅施策、市営住宅の管理、地域改善事業の管理調整、公営物建設
など 
市営住宅の管理適正化など 

開発指導、建築確認、建築指導など 
 

公共下水道、農業集落排水、簡易水道など 
 
 
 
 

 
 
 
出納、審査など 

※右記のとおり 

7６５－６５０１ 
 

7６５－６５０４ 
 

7６５－６５０３ 
7６５－１７１７ 

7６５－６５５５
 

 
7６５－６５０２ 

 
7６５－６７０２ 

7６５－６５０６ 
 

7６５－６９０７
 

 
7６５－６５６０ 
7６２－５３４５ 

7６５－６５０７ 
 
 

7６５－６５０５ 
 

7６５－８７２２ 
 

7６５－６５８１ 
 

7６５－６５５２ 
 
 
 

7６５－６５１３
 

 
7６５－６５１２ 

 
7６５－６５１１ 

 
7６５－６５０８ 

 
7６５－６５１７ 

 
 

7６５－６５１９ 
 

7６５－６５１８ 
7６５－６９０４ 
7６５－６５１４ 
7６５－６５４４ 

7６５－７７７９
 

 

7８５－６４２０ 
 

7６５－７７８９
 

 
7６５－７８４１ 
7６５－７８４１ 
7８５ー３１１５ 

7７４－３６０３ 
 
 

7６５－８７６６ 
 

7６５－６５４５ 
 

7６５－６５２１ 
 

7６５－６５２２ 
 

7６５－６５２６ 
 

7６５－６５４１ 
 

7６５－６５３１ 
 

7６５－６５３３ 

7６５－６９０２ 

7６５－６５４３

7６５－１６００ 
 
 
 
 
 
 

7６５－６５０９
 

 
 

7６８－２３００ 
 

7８２－３３１５ 
 

7８２－３７２５ 

 

議　　会 

選挙管理委員会 

監査委員 

公平委員会 

農業委員会 

固定資産評価 
審査委員会 

教育委員会 

湖北支所 

余呉支所 

びわ支所 

虎姫支所 

※北部振興局・支所の組織 

●市長の事務部局以外の組織・機関 

浅井支所 

北部振興局 地域振興課     
<木之本総合センター>     

福祉生活課     
     
産業振興課     
     
建設課     
     
上下水道課     
     
     
地域振興課     
     
福祉生活課     
     
     
地域振興課     
     
福祉生活課          
     
地域振興課     
<虎姫コミュニティセンター>     

福祉生活課     
     
     
地域振興課     
     
福祉生活課     
     
     
地域振興課     
     
福祉生活課     
     
     
地域振興課     
     
福祉生活課     
     
     
地域振興課     
     
福祉生活課 

7８２－５９００    
7８２－３４９７    

7８２－５９０１    
    

7８２－５９０２    
    

7８２－５９０４    
    

7８２－５９０３    
    
    

7７４－４３５０    
    

7７４－４３５２    
    
    

7７２－５２５２    
    

7７２－５２５３    
        

7７３－４８５３    
7７３－３６５５    

7７３－４８５２    
    
    

7７８－８３００    
    

7７８－８３０１    
    
    

7８５－３１１２    
    

7８５－３１１３    
    
    

7８６－３２２２    
    

7８６－３２２３    
    
    

7８９－１１２２    
    

7８９－１１２３ 

北部振興局２階 
木之本町田部542

 
北部振興局１階 
 
北部振興局２階 
 
北部振興局２階 
 
北部振興局１階 
 
 
支所１階 
 
支所１階 
 
 
支所１階 
 
支所１階 
 
 支所１階 
酢280-1

 
支所１階 
 
 
支所１階 
 
支所１階 
 
 
支所１階 
 
支所１階 
 
 
支所１階 
 
支所１階 
 
 
支所１階 
 
支所１階 

事　務　局     
     

事　務　局     
     

事　務　局     
       

事　務　局     
     

事　務　局     
    　 

事　務　局     
     

教　育　長     
    

事　務　局 

7６５－６５４７    
    
7６５－６５０３    
    
7６５－６５４８    
    
7６５－６５４８    
    
7６５－６５４９    
    
7６５－６５０３   

別館３階 
 
本館３階 
 
別館４階 
 
別館４階 
 
東別館５階 
 
本館３階 

西浅井支所 

文化財保護センター   
   
長浜城歴史博物館   
   
長浜図書館   
   
長浜学校給食センター   
   
長浜市教育センター   
   
長浜青少年センター  

7６４－０３９５ 
 
7６３－４６１１ 
 
7６３－２１２２ 
 
7６３－５８１８ 
 
7７４－３７０２ 
 
7６５－２０１０ 

文化財の調査・指定・保護など 
　 　 
博物館、資料館の統括など 
 　 　 
図書館の統括など 
　 　 
学校給食センターの総括など 
　 　 
教育研修、教育相談など 
　 　 
青少年の非行防止など 

教育総務課 
      
教育指導課 

浅井支所２階 
  
浅井支所２階 

教育委員会の運営、学校・園などの施設管理など 
 
学校経営、教育課程、生徒指導、特別支援教育など 

虎姫教育指導事務所 
 
木之本教育指導事務所 

虎姫・湖北支所区域内の生徒指導、教育課程、特別支援教育など 
 
北部振興局区域内の生徒指導、教育課程、特別支援教育など 

7７３ー４８５５ 
 
7８２ー５９０６ 
 

7７４－３７００ 
 
7７４－３７０１ 

 虎姫支所１階 
 
北部振興局１階 

教育機関 

すこやか教育推進課 
 
幼児課 

浅井支所２階 
 
浅井支所２階 

学校事務、就学援助、学校保健体育、学校給食など 
 
幼稚園・保育園・認定こども園の運営、就学前教育の指導など 

7７４－３７０３ 
 
7７４－３７０４ 

高月支所 

幼稚園・保育園・認定こども園・小学校・中学校 

合併４年目となる平成25年度を「新たな長浜市に向けた総
仕上げ」の年と位置付け、課題への迅速・的確な対応と、さ
らなる事業推進に取り組むとともに、合併効果を発揮し行政
サービスの質的向上を図るため、市役所のしくみや課の名前、
課の仕事の内容などの組織機構を４月から一部改正しました。
組織機構の主な改正点は、次のとおりです。

１　地域振興体制の充実
北部振興局を拠点に、北部地域の振興を進めるとともに、

北部振興局、支所、本庁各課の連携を強めるため、地域振興
担当を企画政策課に置きました。
また、合併のスケールメリットを発揮し、行政サービスの

質的向上と事務の効率化を図るために、各支所が担っていた
観光や地域振興イベント、農業関係事務、上水道や簡易水道
の一部業務を本庁と北部振興局の各課に集約しました。

２　地域医療対策の一元化
山間地域の医療サービスの維持確保、地域医療やへき地医

療について総合的に検討調整するため、保険医療課の診療所
事務を健康推進課地域医療室に移管し、地域医療対策を一元
化しました。

３　農林部門の再編
より効率的・効果的な施策展開を図るため、農政課と田園

森林整備課を再編しました。
(1) 田園森林整備課の田園整備部門を農政課に移管し、支所
の農業関係事務を農政課と北部振興局産業振興課に集約し
ました。

(2) 農政課内の鳥獣害対策室を田園森林整備課に移管し、田
園森林整備課を「森林整備課」に改称しました。

４　都市計画街路等の整備推進
都市計画街路整備の着実な事業推進を図るため、道路河川

課内の用地対策室を都市計画課に移管しました。

４月から市役所の
組織機構が変わりました

■問人事課経営企画室
（7６５－６７０２）
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平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険
証
を
簡

易
書
留
郵
便
で
３
月
に
送
付
し
ま
し
た
。

留
守
等
で
受
け
取
れ
な
か
っ
た
人
は
、
保

険
医
療
課
ま
た
は
北
部
振
興
局
・
各
支
所

福
祉
生
活
課
ま
で
問
合
せ
の
う
え
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】

①
平
成
24
年
度
の
保
険
証

②
来
庁
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
別
世
帯
の
人
が
受
け
取
る
場
合
は
、
世

帯
主
の
委
任
状
と
②
が
必
要
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
14
日
以
内
に
届
出
を

●
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
届
出

勤
務
先
の
健
康
保
険
等
に
加
入
し
た
と

き
、
ま
た
は
被
扶
養
者
の
認
定
を
受
け
た

と
き
。（
自
動
喪
失
に
は
な
り
ま
せ
ん
）

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
届
出

勤
務
先
の
健
康
保
険
等
の
資
格
を
喪
失

し
た
と
き
、
ま
た
は
被
扶
養
者
の
認
定
を

外
れ
た
と
き
。（
以
前
の
保
険
の
資
格
を
喪

失
し
た
日
か
ら
国
保
加
入
と
な
り
ま
す
）

■問保険医療課（7６５－６５１２）
北部振興局・各支所福祉生活課

行 
政 
infomation

国民健康保険証を送付しました

国
民
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、
保
険
医

療
課
ま
た
は
北
部
振
興
局
・
各
支
所
福
祉

生
活
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
受
診
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
に
は
本
人
の
署
名
が
必
要
で

す
。

【
受
付
時
間
】

６
月
28
日
（
金
）
ま
で

※
レ
ー
ク
伊
吹
農
協
、
北
び
わ
こ
農
協
Ｊ

Ａ
ド
ッ
ク
健
診
に
つ
い
て
は
、
別
途
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
対
象
】

次
の
①
か
ら
③
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

①
長
浜
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
、
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
40
歳
以

上
で
、
か
つ
受
診
日
時
点
で
75
歳
未
満

の
人

②
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な

い
人

③
市
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
同
意

す
る
人

【
助
成
内
容
】

人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り
・
１
泊
・
脳
ド
ッ

ク
）、
同
時
に
実
施
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
診

【
助
成
額
】

受
診
費
用
の
２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満

切
捨
て
）
上
限
２
万
円
、
宿
泊
を
伴
う
場

合
は
上
限
２
万
５
千
円

【
対
象
受
診
機
関
】

市
立
長
浜
病
院
、
市
立
湖
北
病
院
、
長
浜

赤
十
字
病
院
、
彦
根
中
央
病
院
、
友
仁
山

崎
病
院
、
Ｋ
Ｋ
Ｃ
ウ
エ
ル
ネ
ス
ひ
こ
ね
健

診
ク
リ
ニ
ッ
ク

■申保険医療課（7６５－６５１２）
北部振興局・各支所福祉生活課

人間ドックの健診費用を助成します

妊娠の届出（母子健康手帳の発行）は、下記のいず
れかにお越しください。

☆健康推進課
（東別館６階：八幡東町）
☆保健センター浅井分室
（浅井支所内：内保町）
☆保健センター高月分室
（高月支所西側：高月町渡岸寺）

【受付時間】８時30分～17時15分※平日のみ

母子健康手帳の発行窓口

わ
が
国
を
は
じ
め
先
進
諸
国
で
は
、
肥

満
者
が
増
え
続
け
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
肥
満
が
い

ろ
ん
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
た
め
で
す
が
、

そ
の
中
で
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
が
糖

尿
病
で
す
。

血
液
中
の
糖
分
が
高
く
な
っ
た
状
態
を

糖
尿
病
と
い
い
ま
す
が
、
血
糖
値
が
高
く

な
る
と
、
尿
に
ま
で
糖
分
が
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
か
ら
「
糖
尿
病
」
と
い
う

名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
放
っ

て
お
く
と
、
失
明
し
た
り
、
腎
臓
が
働
か

な
く
な
り
透
析
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
と

て
も
大
き
な
病
気
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

【
肥
満
は
糖
尿
病
の

最
大
の
危
険
因
子
】

０
次
健
診
デ
ー
タ
に
よ
る
肥
満
と
糖
尿

病
の
関
連
を
み
る
と
、
肥
満
者
で
は
明
ら

か
に
糖
尿
病
の
頻
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
腹
回
り
（
腹
囲
）
が
大
き
く

な
っ
た
場
合
で
も
、
糖
尿
病
の
割
合
は
著

し
く
増
え
て
い
ま
す
。

腹
囲
は
男
性
85
㎝
、
女
性
90
㎝
が
基
準

で
す
。
そ
れ
以
上
の
人
は
、
注
意
が
必
要

で
す
。

糖
尿
病
は
予
防
で
き
る
病
気
で
す
。
定

期
的
な
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
糖
尿
病
の
予
防
・
改
善
の
た

め
、
個
別
相
談
や
保
健
指
導
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
い
つ
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

※
０
次
予
防
健
康
づ
く
り
事
業
は
、
京
都

大
学
、
長
浜
市
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
が
共
同
で
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
事

業
で
す
。

■問健康推進課（7６５－７７７９）
北部健康推進センター（7８５－６４２０）

長浜市・京大発『ながはま０次健診』だより

糖尿病と肥満

市
が
京
都
大
学
医
学
研
究
科
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
「
環
境
省

子
ど
も
の
健
康
と
環

境
に
関
す
る
全
国
調
査
（
エ
コ
チ
ル
調
査
）」

が
好
評
で
す
。

妊
娠
初
期
か
ら
、
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
て

13
歳
に
な
る
ま
で
調
査
し
、
環
境
中
の
化
学

物
質
な
ど
が
子
ど
も
の
成
長
や
発
達
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
調
べ
て

い
ま
す
。
全
国
15
か
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ン
タ

ー
で
、
10
万
組
の
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
、

そ
し
て
お
父
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
大

規
模
な
全
国
調
査
で
す
。

平
成
23
年
よ
り
調
査
を
開
始
し
、
市
で
は

７
７
０
人
を
超
え
る
妊
婦
さ
ん
が
参
加
し
て

い
ま
す
。（
２
月
現
在
）
参
加
の
登
録
は
、
平

成
26
年
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

妊
婦
さ
ん
、
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
健
康
推

進
課
窓
口
ま
で
。

【調査概要】

妊婦さんの血液・尿・母乳・髪の
毛・さい帯血、赤ちゃんの髪の毛等
をいただき、その中の化学物質等を
調べます。半年に1回程度質問票に答
えていただき、生活習慣なども調べ
ます。
採血など結果の一部（簡単なアレ

ルギー検査など）を返却しており、
参加者の皆さんからも好評いただい
ています。

BMI値
18.5未満　　　　18.5～　　　　　　25以上

25未満

BMI値とは、手軽に分かる肥満度の目安です。
求め方は、体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）です。

■問健康推進課（7６５－７７７９）
エコチル調査京都ユニットセンター
(7075-753-9499 HP:http://ecochil-kyoto.jp/)

「エコチル調査」好評です

■問健康推進課（7６５―７７７９）

【と　き】４月11日(木) 13時30分～
【ところ】長浜米原休日急患診療所（宮司町）
【テーマ】「高齢者の口腔ケア」
【講　師】澤歯科医院　澤秀樹先生

きたむら歯科　北村鉄也先生

健康教室の開催

■問湖北医師会（7６５－３６００）

参加費
申込不要

行 
政 
infomation

体型別の糖尿病（予備軍含む）の割合
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受
験
申
込
書
の
請
求
は
次
ま
で
。

【
受
験
申
込
書
配
布
・
申
込
窓
口
】

市
立
長
浜
病
院
事
務
局
総
務
課
内
長
浜
市

病
院
事
業
職
員
選
考
委
員
会
（
〒
５
２
６

―
８
５
８
０
大
戌
亥
町
３
１
３
番
地
）

【
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
】

封
筒
の
表
に
『
看
護
職
受
験
申
込
書
請
求
』

と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
（
定
型
外
封

筒
﹇
角
型
２
号
﹈
・
１
２
０
円
切
手
を
貼

付
し
て
宛
先
・
郵
便
番
号
も
明
記
）
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

■問市立長浜病院総務課（7６８－２３２４）

行 
政 
infomation

市職員を募集します（市立長浜病院）
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【
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
】

湖
北
地
域
消
防
本
部
　
警
防
課

川
西
　
康
二
さ
ん

近
年
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
を
耳
に
す
る

機
会
が
多
く
な
っ
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

平
成
14
年
は
５，
７
１
０
件
だ
っ
た
救
急

出
動
件
数
が
、
平
成
24
年
は
７，
１
５
３
件

と
、
こ
の
10
年
間
で
約
25
％
も
増
え
て
い
ま

す
。救

急
出
動
の
中
に
は
、
緊
急
性
が
な
く

受
診
後
す
ぐ
に
帰
宅
で
き
る
軽
症
の
場
合

や
、
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
す
る
と
い

っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
安
易
な
救
急
要

請
に
よ
る
出
動
の
増
加
は
、
救
急
車
の
不

足
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の
安
心

と
安
全
な
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

通
常
、
救
急
要
請
が
あ
れ
ば
、
最
寄
り

の
消
防
署
や
出
張
所
か
ら
救
急
車
が
出
動

し
ま
す
。
そ
の
救
急
車
が
出
動
し
て
い
る

場
合
、
次
に
近
い
消
防
署
や
出
張
所
の
救

急
車
が
出
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
救
急
車

現
場
到
着
ま
で
の
時
間
が
長
く
か
か
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
人
の
た
め
に
…

不
適
正
な
救
急
車
の
利
用
は
、
本
当
に

救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
対
し
、

適
切
な
救
命
処
置
等
が
遅
れ
て
、
救
え
る

命
が
救
え
な
く
な
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
性
が
な
く
、
自
分
で
病
院
に
行
け

る
場
合
や
定
期
的
な
通
院
な
ど
で
、
タ
ク

シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
利
用
す
る
こ
と

は
や
め
、
一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

湖
北
の
地
域
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
、
医
療
関
係
に
従
事
し
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら

現
場
の
声
を
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

■問健康推進課（7６５－７７７９）
北部健康推進センター（7８５－６４２０）

知ってほしい地域医療のこと
第２回(全３回)

平成25年４月から平成26年３月までの国民年金保険料は、
月額１５,０４０円になりました。
【お得な制度】
●毎月の保険料を口座振替の早割制度（当月末振替）にする
と、保険料が月々50円の割引になりお得です。手続きは、
彦根年金事務所または口座振替を希望される金融機関・郵
便局で行ってください。
●また、１年間分の保険料を、納付書でまとめて納付（前納）
すると保険料が３,２００円の割引となり大変お得です。納
付期限は４月30日です。納付書は４月上旬に日本年金機構
から送付されます。
※口座振替またはクレジットカードによる一年前納は受付を
終了しています。

【学生納付特例制度】
学生で本人の前年度所得が一定以下の

場合、国民年金保険料の納付が猶予され
る制度です。
●対象となるのは、大学（大学院）、短
大、高等学校、高等専門学校、専修学
校、各種学校等に在籍している20歳
以上の人です。
●申請は、保険医療課、北部振興局・各
支所 福祉生活課で受付けます。学生
証または在学証明書と、印鑑をお持ち
ください。（申請は毎年必要です）

■問彦根年金事務所国民年金課
（70749-23-1114）
保険医療課(7６５－６５１６)

平成25年度の国民年金保険料は、
月額１５,０４０円です

職種

採用予定人数

受験資格

試験日

試験会場

申込受付期間

看護師・助産師

40人程度

昭和48年４月２日以降に生まれ、保健師助産師看護師法（昭
和23年法律第203号）による看護師または助産師の免許を有
する人（平成26年７月末日までに免許を取得できる見込みの
人を含む。）で、市内または近接地に居住でき、夜間等の緊急
呼び出しに容易に応じられ、交替勤務のできる人
第１回試験：７月20日（土） 第２回試験：８月17日（土）
第３回試験：９月21日（土） 第４回試験：10月19日（土）

市立長浜病院

第１回試験：７月12日（金） 第２回試験：８月９日（金）
第３回試験：９月13日（金） 第４回試験：10月11日（金）

このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、「普段の生活での予防

法」など生活に役立つ“健康豆知識”を紹介します。

が
ん
治
療
の

最
先
端
を
め
ざ
し
て

―
よ
り
精
度
高
く
よ
り
安
全
に
―

「
医
学
物
理
士
」
と
い
う
仕
事
を

ご
存
じ
で
す
か
？
多
く
の
人
は
初
め

て
聞
く
言
葉
か
と
思
い
ま
す
。
簡
単

に
い
う
と
、
文
字
通
り
「
医
学
」
の

分
野
に
お
け
る
「
物
理
工
学
」
の
専

門
家
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。さ

て
、
医
学
に
お
い
て
物
理
工
学

が
深
く
関
わ
る
分
野
と
し
て
は
、

「
放
射
線
治
療
」
が
あ
り
ま
す
。
当

院
で
は
医
学
物
理
士
に
よ
る
放
射
線

治
療
の
計
画
作
成
・
精
度
管
理
を
行

っ
て
お
り
、
照
射
が
安
全
か
つ
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
専
門
職
と
し

て
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京
都

大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
大
学
病
院

と
同
じ
水
準
の
治
療
を
提
供
し
て
い

ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
に
は
よ
り
安

心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま

す
。一

般
に
、
放
射
線
治
療
は
手
術
や

抗
が
ん
剤
な
ど
に
比
べ
、
身
体
に
と

て
も
優
し
い
治
療
で
す
。
し
か
し
、

放
射
線
は
が
ん
を
た
た
く
と
同
時

に
、
ま
わ
り
の
正
常
な
細
胞
に
も
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
放
射
線
を
で
き
る
だ
け
病
変

に
集
中
さ
せ
、
周
囲
へ
の
副
作
用
を

最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
、
患
者
さ
ん

ご
と
に
最
適
な
照
射
方
法
で
治
療
し

て
い
ま
す
。

特
に
当
院
で
行
っ
て
い
る
「
高
精

度
放
射
線
治
療
」
と
呼
ば
れ
る
脳
腫

瘍
・
肺
が
ん
・
肝
が
ん
な
ど
へ
の
定

位
放
射
線
治
療
（
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
照

射
）
や
、
前
立
腺
が
ん
な
ど
へ
の
Ｉ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
（
Ｘ
線
ビ
ー
ム
に
強
弱
を
つ

け
た
照
射
）
な
ど
は
、
副
作
用
が
よ

り
少
な
く
、
治
療
効
果
は
従
来
よ
り

も
優
れ
た
治
療
法
で
す
。
今
ま
で
は

根
治
が
難
し
か
っ
た
が
ん
に
対
し
て

も
、
高
精
度
放
射
線
治
療
に
よ
っ
て

根
治
が
可
能
に
な
る
場
合
も
多
く
あ

り
ま
す
。

が
ん
で
お
悩
み
の
皆
さ
ん
。
主
治

医
に
相
談
の
う
え
、
放
射
線
治
療
を

検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■問
市
立
長
浜
病
院

（
7
６
８
│
２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立病院通信 -//-

放射線治療品質管理室
川上　正邦 さん

（医学物理士／放射線治療品質管理士）
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２月28日(木)
成長を器にとどめて
長浜北幼稚園の５歳児46人が、卒園の記念に「膝皿」づ

くりに挑戦しました。これは、自分の膝を型にして器をつく
るもので、近くに住む土田隆生京都女子大学名誉教授が指導
しました。
２週間後、土田さん宅の窯で焼かれた作品が届けられると、
園児たちは世界に一つの膝皿を手に嬉しそうな表情を浮かべ
ました。将来、この皿を見るたびに自身の成長を感じ取るこ
とでしょう。

３月３日(日) 
ひろげよう つなげよう 生涯学習の輪
さまざまな生涯学習の成果を発表し、市民の皆さんに関心

をもってもらうことを目的に開催された「生涯学習推進のつ
どい」。午前のステージ発表では、太極拳や民謡、日舞、ダ
ンス、朗読など多様な活動が紹介されました。
午後からは土曜学び座・ながはま学習塾のコーナーが設け

られ、スライムづくりや茶道の体験などを楽しむ人で賑わい
ました。

ここでは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知っている旬
の話題などがあれば、市民広報室（765－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

３月６日(水) 
「わかば幼稚園」園歌お披露目式
PTA役員の依頼により、長浜観光PR隊～Lefa～が作詞作

曲したこの園歌。保護者や先生たちに向けたアンケート結果
を反映させ、「元気におはよう」「笑顔でありがとう」といっ
た言葉を歌詞に盛り込みました。
「元気なわかば幼稚園がつくれますか」という～Lefa～か

らの問いかけに園児たちは「は～い！」と大きな声で答え、
大事に歌い継ぐことを約束しました。

３月９日(土) 
菅浦を国の重要文化的景観へ
国の重要文化的景観の選定をめざし調査が続けられている

西浅井町菅浦で、その調査結果の報告と、景観を活かした地
域づくりの気運を高めるため、シンポジウムが開催されまし
た。
シンポジウムでは、全国でもいち早く菅浦に形成された

「惣」という自治村落や住民の生業についての講演に加え、
パネルディスカッションも行われ、参加者たちは熱心に耳を
傾けていました。

３月11日(月) 
復興への祈り、ここからも
東日本大震災から二年。観音文化ネットワーク会議の呼び

かけなどで、市内の多くの観音堂にて追悼法要が行われまし
た。
このうち西浅井町大浦の「大浦十一面腹帯観音堂」には、

住民などおよそ10人が集まりました。法要のお世話をされた
小川俊之さんは「子授け・安産の観音さまをお守りする身と
して、妊婦さんや幼いお子さんも震災で尊い命を落とされた
ことが悼まれます」と話してくださいました。

３月12日(火) 
ドイツのこと知ってますか
ドイツ・アウグスブルク市から日本に留学中のカリナ・ブ

ブリスさんが長浜市で職業実習を行いました。
この日は、田根小学校で５・６年生の児童に対し授業を行

いました。子どもの前で話すのは初めてというカリナさんで
すが、ドイツの名所を写真で紹介したり、○×クイズで日本
語となったドイツ語を紹介するなど、児童らが楽しめる工夫
を凝らし、授業は終始、和やかな雰囲気で進みました。

18
・
８
㎞
も
続
く
奥
琵
琶
湖

パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に
は
、
約
４
０

０
０
本
も
の
桜
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
車
窓
か
ら
美
し
い
桜
並

木
を
眺
め
ら
れ
る
絶
好
の
ド
ラ

イ
ブ
コ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
沿

線
に
は
自
然
歩
道
も
あ
り
、
ゆ

っ
く
り
と
桜
を
め
で
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

木
々
の
間
か
ら
奥
琵
琶
湖
や

竹
生
島
を
望
み
つ
つ
、
の
ど
か

な
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
つ
づ

ら
尾
崎
展
望
台
へ
向
か
う
と
、

そ
こ
に
は
北
近
江
の
山
々
と
奥

琵
琶
湖
を
見
渡
せ
る
大
パ
ノ
ラ

マ
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

春
だ
け
で
な
く
、
夏
の
新
緑
、

秋
の
紅
葉
な
ど
季
節
ご
と
に
違

っ
た
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
四
季
折
々

の
奥
琵
琶
湖
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■問
都
市
計
画
課

（
7
６
５
│
６
５
６
２
）

奥
琵
琶
湖
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
桜
並
木
　

(

所
在
地
　
西
浅
井
町
菅
浦
外)

このコーナーでは、
「ながはま百景」に選ばれた景観を毎月紹介します。

シリーズ
2727

わたしのまちの宝もの

「長浜　ほっとにゅーす」 検索
G
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太
陽
光
発
電
を
設
置
す
る
人
へ
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
と
は
補
助
対
象
・
補
助

金
額
・
申
請
方
法
が
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

・
市
内
に
居
住
し
、
自
己
所
有
の
住
宅

等
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
す
る
人

・
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
人

・
国
（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
補
助
金
申
込

受
理
決
定
通
知
を
受
け
た
人

・
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
実
績

報
告
が
で
き
る
人

・
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
等
に
協
力
で
き
る
人

・
太
陽
光
発
電
に
関
す
る
市
の
補
助

金
を
初
め
て
受
け
る
人

■
補
助
金
額

１
kw
あ
た
り
３
万
円
（
上
限
10
万
円
）

■
申
請
方
法

環
境
保
全
課
窓
口
ま
で
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
申
請
は
受
付
け

ま
せ
ん
。（
申
請
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
環
境
保
全
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
）

■
注
意
事
項

工
事
開
始
前
に
補
助
金
申
請
が
必

要
で
す
。
原
則
、
工
事
着
工
後
の
申

請
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
※
例
外
も

あ
り
ま
す
の
で
環
境
保
全
課
ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■申環境保全課地域エネルギー振興室
（7６５ー６５１３）

行 
政 
infomation

太陽光発電システムを設置した人へ補助
「住宅用太陽光発電システム設置促進補助金」

こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
知
っ
て
い
ま
す
か
？

●
お
茶
が
ら
や
コ
ー
ヒ
ー
か
す
を
脱
臭
剤
に
！

お
茶
が
ら
や
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
か
す
を
広
げ
て

乾
燥
さ
せ
る
と
、
脱
臭
剤
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。
お
茶
パ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
下
駄
箱
や
ご

み
箱
に
入
れ
る
と
臭
い
も
す
っ
き
り
。
テ
ィ
ー

バ
ッ
ク
な
ら
干
し
て
か
ら
そ
の
ま
ま
使
っ
て
も

大
丈
夫
で
す
。

ま
た
、
食
品
パ
ッ
ク
な
ど
に
入
っ
て
い
る
乾

燥
剤
も
た
ん
す
や
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
中
に
入
れ

て
お
く
と
、
嫌
な
臭
い
や
カ
ビ
を
防
い
で
く
れ

ま
す
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
自
動
水
や
り
器
と
し
て
利

用
！

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
に
小
さ
な
穴
を
い
く

つ
か
あ
け
て
水
を
入
れ
て
自
動
水
や
り
器
に
し

ま
す
。

鉢
植
え
の
横
に
逆
さ
ま
に
し
て
埋
め
て
お
く

と
留
守
の
時
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
斜
め
半

分
に
切
る
と
ス
コ
ッ
プ
（
犬
の
ふ
ん
を
す
く
う

の
に
も
ピ
ッ
タ
リ
！
）
に
も
な
り
ま
す
。

●
じ
ゃ
が
い
も
を

使
っ
て
水
筒
の
中
を
き
れ
い
に
！

細
長
い
水
筒
は
と
て
も
洗
い
に
く
い
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
活
躍
す
る
の
が
『
じ
ゃ
が
い
も

の
皮
』。
水
筒
の
中
に
じ
ゃ
が
い
も
の
皮
と
梅

干
し
の
種
を
１
個
、
じ
ゃ
が
い
も
の
ゆ
で
汁

（
水
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
）
を
コ
ッ
プ
半
分
ほ
ど
入

れ
て
、
い
き
お
い
よ
く
振
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け

で
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
き
れ
い
に
汚
れ
が
落

ち
ま
す
。

ゴ
ミ
減
量
か
ら
節
約
に
つ
な
が
る
様
々
な
ア
イ
デ
ア
や
、
間

違
え
や
す
い
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
な
ど
を
、
今
月
か
ら
12
回
に
わ

た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

■問環境保全課（7６５－６５１３）

環境保全
家庭で簡単にできる取組み その１(全12回)
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さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保
全
活
動
を
行

っ
て
い
る
各
学
校
の
取
組
み
を
評
価

し
紹
介
す
る
「
長
浜
市
エ
コ
ス
ク
ー

ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

結
果
、
市
内
の
小
学
校
15
校
、
中

学
校
２
校
の
計
17
校
か
ら
応
募
が
あ

り
、
生
徒
の
主
体
性
や
地
域
と
の
関

わ
り
、
創
意
工
夫
、
環
境
へ
の
効
果

な
ど
を
審
査
し
、
３
校
の
入
賞
が
決

ま
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　
　
余
呉
小
学
校

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
校
舎
の

一
部
に
ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
設
置
や
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
、
ホ

タ
ル
マ
ッ
プ
・
ツ
バ
メ
の
巣
マ
ッ
プ

の
作
成
、
水
生
生
物
調
査
、
木
の
植

え
付
け
、
稚
魚
放
流
、
余
呉
湖
周
辺

の
清
掃
な
ど
多
面
に
わ
た
り
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
「
９
」
の

付
く
日
を
「
ク
リ
ー
ン
活
動
の
日
」

と
位
置
付
け
、
地
域
の
日
赤
奉
仕
団

の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
自

分
た
ち
が
使
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
除
草

や
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
る
点
を

評
価
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
　
　
長
浜
小
学
校

夏
の
日
差
し
を
遮
断
す
る
こ
と
で
、

エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
減
ら
し
二
酸
化

炭
素
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
地

域
に
お
ら
れ
る
「
畑
の
先
生
」
か
ら

助
言
を
得
て
、
校
舎
南
面
に
ゴ
ー
ヤ

の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
「
ゴ
ー
ヤ
ロ

ー
ド
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
全
校
的

な
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
取
組
み
は
、

全
長
42
ｍ
と
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
く
、

学
校
生
活
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
環
境
へ
の
意
識
が
高

ま
っ
た
点
を
評
価
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
　
　
び
わ
中
学
校

毎
年
、
自
然
保
護
の
大
切
さ
を
学

習
す
る
と
と
も
に
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
る
た
め
「
ヨ
シ
行
け
ど
ん

ど
ん
作
戦
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
で
は
ヨ
シ
群
落
の
再
生
を

め
ざ
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
ヨ
シ
刈
り
か
ら
苗
の
ポ
ッ
ト
上

げ
、
植
栽
ま
で
実
施
し
て
お
り
、
地

域
ぐ
る
み
で
環
境
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
る
点
を
評
価
し
ま
し
た
。

■問
環
境
保
全
課

（
7
６
５
―
６
５
１
３
）
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「
長
浜
市
エ
コ
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」

最
優
秀
・
優
秀
校
決
定
！
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

微小粒子状物質(PM2.5)の濃度が高まり、注意喚起が発表さ
れた場合には、県が「しらしがメール」で情報配信を行います。
ぜひ活用してください。
また、注意喚起の発表は、びわ湖放送のデータ放送、「防災、

安心・安全情報」でも確認することができます。
※注意喚起の発表があった場合、不要不急な外出や、野外での
長時間の激しい運動をできるだけ減らしてください。

■「しらしがメール」への登録方法
http://www.pref.shiga-info.jp/に携帯
電話等でアクセスするか、以下のＱＲ
コードから登録できます。
※PM2.5の情報は「８．お知ら
せ」の中の「緊急のお知らせ」
に登録されている人に配信さ
れます。

■問環境保全課（7６５－６５１３）

微小粒子状物質(PM2.5)注意喚起
発表時に県がメールを配信します

▲余呉小学校
ホタルマップと
グラウンド清掃

▲びわ中学校
ヨシの植栽

▲長浜小学校
ゴーヤロード

【ゴミの出し方・・よくある質問】

問：化粧品のびんは
資源ゴミとして出せる？

答：出せません。
化粧品のびんは不燃ゴミとして出してく
ださい。資源ゴミのガラスびんに出せる
のは、飲食用に限ります。
なお、食器やコップなどは、飲食用です
が、耐熱素材の製品もあるため、不燃ゴ
ミとして出してください。

フタに

穴をあける
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市
で
は
、
鉄
道
ダ
イ
ヤ
の
改
善
に
向
け
、

北
陸
本
線
、
湖
西
線
の
利
用
増
加
策
に
取
り

組
む
ほ
か
、
市
内
路
線
バ
ス
へ
の
運
行
費
を

補
助
す
る
こ
と
で
公
共
交
通
の
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。

公
共
交
通
は
、
通
勤
、
通
学
、
観
光
、
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
、
住
み
や
す
さ
と
地
域
の
活
性

化
を
支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤
で
す
。「
乗
っ

て
守
ろ
う
！
地
域
の
公
共
交
通
」
に
向
け
、

新
た
な
学
校
生
活
、
社
会
人
生
活
を
始
め
る

皆
さ
ん
の
利
用
と
地
元
駅
で
の
切
符
購
入
、

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
チ
ャ
ー
ジ
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

路
線
バ
ス
情
報

◆
高
校
生
向
け
路
線
バ
ス
乗
り
放
題
定
期
券

を
発
売
！

湖
国
バ
ス
㈱
で
は
、
一
般
定
期
券
や
回
数

券
の
ほ
か
、
学
生
向
け
の
学
期
定
期
券
、
通

学
定
期
回
数
券
を
販
売
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
４
月
か
ら
、
新
た
に
高
校
生
向
け
の
路

線
バ
ス
乗
り
放
題
定
期
券
の
販
売
を
開
始
し

ま
す
。

【
対
象
路
線
】

長
浜
市
・
米
原
市
内
の
湖
国
バ
ス
全
路
線

【
期
間
・
料
金
】

１
か
月
　
１
万
円
、
３
か
月
　
３
万
円

６
か
月
　
６
万
円

【
販
売
日
】

毎
月
26
日
〜
翌
月
８
日
　

※
購
入
時
に
は
毎
回
、
学
生
証
の
提
示
が
必
要

【
販
売
場
所
】

長
浜
駅
前
案
内
所
、
木
之
本
観
光
案
内
所(

申

込
の
み)

、
湖
国
バ
ス
㈱
長
浜
営
業
所

詳
し
く
は
、
湖
国
バ
ス
㈱
長
浜
営
業
所

（
7
６
４
―
１
２
２
４
）
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

鉄
道
情
報

◆
電
車
を
使
っ
て
快
適
な
通
学
、
通
勤
を
！

時
間
に
正
確
で
安
全
な
電
車
は
、
マ
イ
カ

ー
と
比
較
し
て
も
安
価
で
エ
コ
な
移
動
手
段

と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
移
動
中
に
本
を
読

ん
だ
り
、
仮
眠
し
た
り
、
車
の
運
転
中
に
は

で
き
な
い
時
間
活
用
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
定
期
券
な
ら
最
大
６
割
引
き
、
他

の
交
通
機
関
と
の
相
互
利
用
も
拡
大
中
の
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
定
期
や
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
定

期
な
ら
、
私
鉄
、
地
下
鉄
な
ど
と
の
乗
り
換

え
が
便
利
に
行
え
ま
す
。

詳
し
く
は
Ｊ
Ｒ
お
で
か
け
ネ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■問都市計画課交通対策室
(7６５－６５６２)

新入生、新社会人の皆さん！
鉄道・バスの利用と切符購入にご協力ください！
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「クリーン、わかりやすい、開かれた市政」の確立のため、市民の皆さんに市役所内で
「どのような会議」が開催され、「どのような結果」になったかを概略でお知らせします。

市政の動き（２月16日～３月15日）

会議名など 内　容 結　果

２月19日（火）
第１回　観音文化ネット
ワーク会議
担当課：企画政策課
7６５－６５０５

①講演「市域外から見る『湖北の
観音文化』について」

②意見交換　
●観音文化の伝承（保存）・琢磨
（磨き上げ）
●観音文化（魅力）の活用

①湖北の観音文化の魅力について
講演を聞き、②盗難や防火対策、
維持管理の問題、子ども達に伝え
る取組、ＰＲの必要性などについ
ての意見交換を行いました。

２月20日（水）
平成24年度第３回　長浜
市男女共同参画を進める
パートナーシップ委員会
担当課：人権施策推進課
7６５－６５６０

①長浜市男女共同参画行動計画改
定案について

②意見交換

①について事務局より説明を受け、
②質疑応答および意見交換を行い
ました。

２月22日（金）
第15回　長浜の未来を拓
く教育検討委員会
担当課：企画政策課
7６５－６５０５

①これまでの取組み経過、県立高
校再編計画について

②再編計画の実施に関する県への
要望について

①について事務局より報告を受け、
②について協議しました。

２月26日（火）
第４回　長浜市都市計画マ
スタープラン改定委員会
担当課：都市計画課
7６５－６５６２

①これまでの経過について
②前回委員会等で出た意見・指摘
に対する修正等について

①について事務局から説明を受け、
②について協議しました。

２月22日（金）
長浜市国民健康保険運営
協議会
担当課：保険医療課
7６５－６５２７

①平成24年度長浜市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算見込みにつ
いて②平成25年度長浜市国民健康
保険事業計画について③第２期特
定健康診査等実施計画について④
平成25年度長浜市国民健康保険特
別会計歳入歳出予算案について⑤
平成24年度長浜市診療所特別会計
歳入歳出決算見込みおよび平成25
年度予算案について⑥長浜市診療
所条例の一部改正案について

①～⑥について事務局より報告を
受け、了承しました。

会議名など 内　容 結　果

２月28日（木）
第13回長浜市景観審議会
担当課：都市計画課
7６５－６５６２

①長浜景観広告賞の選定について
②長浜市歴史的風致維持向上計画
の進捗状況について

①の選定を行い、②について事務
局より報告を受けました。

３月５日（火）
平成24・25年度第２回
長浜市図書館協議会
担当課：長浜図書館
7６３－２１２２

①平成24年度事業中間報告につい
て

②平成25年度図書館経営方針につ
いて

①②について事務局から説明を受
け質疑応答を行いました。

※詳しくは、市ホームページ（http://www.city.nagahama.shiga.jp）をご覧ください。
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社
会
情
勢
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
公

民
館
の
果
た
す
役
割
も
、
変
化
が
求
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
外
部
委
員
会
の
提
言
を
も
と

に
検
討
を
行
い
、
公
民
館
の
役
割
を
改
め

て
見
直
し
、
活
用
方
針
（
案
）
を
ま
と
め

ま
し
た
。

こ
の
方
針
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

４
月
30
日(

火)

ま
で

【
閲
覧
場
所
】

生
涯
学
習
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
本
館
２

階
）、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
本
館
、
北

部
振
興
局
、
各
支
所
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.city

.n
a
g
a
h
a
m
a
.

sh
iga.jp

）

【
提
出
方
法
】

任
意
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
直
接
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
上

記
ま
で

行 
政 

infomation

長浜市公民館活用方針（案）について意見を募集します

平
成
23
年
度
か
ら
計
画
を
進
め
て
き
ま

し
た
「
な
が
は
ま
ウ
ェ
ル
セ
ン
タ
ー
」
の

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
完
成
予
定
は
平

成
26
年
３
月
で
す
。

【
機
能
】

・
保
健
セ
ン
タ
ー

・
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
　
浜
の
子
園

・
湖
北
地
域
し
ょ
う
が
い
者
相
談
セ
ン
タ
ー

【
施
設
概
要
】

・
建
設
位
置
　
小
堀
町
32-

３

・
施
設
概
要
　
鉄
骨
造
２
階
建
　

延
床
面
積
２，

２
３
４
㎡

■問健康推進課（7６５－７７７９）

保健福祉複合施設（総称：ながはまウェルセンター）の
工事が始まりました

平成25年４月に施行される障害者総合支援法で

は、障害者の範囲に難病等の人が加わります。対象

となる人は、身体障害者手帳の所持の有無にかかわ

らず、必要と認められたしょうがい福祉サービス等

の受給が可能となります。

【受付時間】

８時30分～17時15分※平日のみ

詳しい手続き方法などについては、上記まで問合せ

ください。

■問しょうがい福祉課（7６５ー６５１８）

難病等の人がしょうがい福祉
サービス等の対象となります

広報ながはま　2013年４月 20

新
事
業
へ
の
意
欲
の
あ
る
中
小
企
業
者
等
が

自
ら
行
う
事
業
や
、
産
業
支
援
機
関
が
行
う
中

小
企
業
者
支
援
事
業
に
対
し
て
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

《
補
助
対
象
事
業
》

○
キ
ッ
ク
オ
フ
応
援
ス
テ
ー
ジ
補
助
　

研
究
開
発
、
ア
イ
デ
ア
の
技
術
的
可
能
性
、

事
業
化
可
能
性
を
検
証
す
る
た
め
の
調
査
研

究
事
業

※
新
事
業
に
対
し
て
条
件
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

市
内
に
本
社
を
有
す
る
ま
た
は
、
事
業
化
の

拠
点
を
市
内
に
有
す
る
中
小
企
業
者
等

【
補
助
率
・
補
助
限
度
額
】

補
助
率
　
３
／
４

補
助
限
度
額
２
０
０
万
円
／
件

○
ゴ
ー
ル
応
援
ス
テ
ー
ジ
補
助

新
商
品
等
の
市
場
化
、
販
路
開
拓
に
関
す
る

事
業

【
対
象
者
】

市
内
に
本
社
を
有
す
る
ま
た
は
、
事
業
化
の

拠
点
を
市
内
に
有
す
る
中
小
企
業
者
等

【
補
助
率
・
補
助
限
度
額
】

補
助
率
　
２
／
３

補
助
限
度
額
２
０
０
万
円
／
件

○
キ
ッ
ク
オ
フ
・
ゴ
ー
ル
応
援
促
進
補
助

産
業
支
援
機
関
が
中
小
企
業
支
援
の
た
め
に

行
う
異
業
種
・
農
商
工
等
マ
ッ
チ
ン
グ
や
販
路

開
拓
に
関
す
る
事
業

【
対
象
者
】

市
内
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
社
団
法
人

等
の
産
業
支
援
機
関

【
補
助
率
・
補
助
限
度
額
】

補
助
率
　
２
／
３
　
※
海
外
市
場
開
拓
支
援

の
場
合
は
補
助
率
３
／
４

補
助
限
度
額
３
０
０
万
円
／
件

《
補
助
事
業
の
期
間
》

交
付
決
定
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

《
申
請
期
間
》

５
月
７
日(
火)

〜
５
月
13
日(

月)

※
公
募
案
内
・
申
請
書
様
式
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■申商工振興課（7６５－８７６６）

街並み景観形成や
にぎわいづくりを応援します

■申
商
工
振
興
課

（
7
６
５
―
８
７
６
６
）

新
事
業
を
応
援
し
ま
す

新
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ
・
ゴ
ー
ル
応
援
事
業
補
助
金

《補助金説明会の開催》
【と　き】４月16日(火)

13時30分～

【ところ】市役所本庁別館

４階 第４会議室

＊（ ）内：補助率・補助限度額

１　にぎわいの街づくり事業
商店街ににぎわいを創出するソフト事業
(1/2・1回目100万円、2回目75万円、3回目50万円)
■対象区域：市全域

２　美しい観光地づくり推進事業
歴史・水辺・緑・芸術を活かした景観づくり
（1/2・200万円）
■対象区域：市全域

３　伝統的街並み景観形成事業
①商業観光推進ファサード整備事業（1/2・150万円）
②伝統的町家ファサード整備事業（1/2・200万円）
③伝統的町家再生活用等整備事業（1/2・500万円）
■対象区域：①中心市街地の一部区域、②・③は中心市街地内の

特定景観形成重点区域

伝
統
的
な
建
築
様
式
の

建
物
を
保
存
・
活
用
し
、

魅
力
あ
る
街
並
み
を
形
成

す
る
事
業
や
、
商
店
街
に

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
誘

客
効
果
を
高
め
る
事
業
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

《
応
募
書
類
提
出
期
限
》

４
月
25
日(

木)

※
相
談
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
上
記

ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

提出先　生涯学習・文化スポーツ課（〒526－8501 長浜市高田町12番34号
FAX ６５－６５７１　Ｅメール　syougaku@city.nagahama.lg.jp 7６５－６５５２）

▲完成予定図

行 
政 
infomation
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「
不
用
品
な
ら
何
で
も
買
い
取
る
」
と
電
話
が
あ

り
家
に
来
て
も
ら
っ
た
。
業
者
は
用
意
し
て
お
い
た

も
の
は
ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
、「
貴
金
属
は
な
い
か
」

と
聞
い
て
き
た
。「
な
い
」
と
答
え
て
も
、
し
つ
こ

く
聞
い
て
く
る
の
で
、
仕
方
な
く
金
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

な
ど
４
点
を
見
せ
た
と
こ
ろ
「
売
っ
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
た
。
断
っ
て
も
業
者
が
な
か
な
か
帰
っ
て
く

れ
ず
、
怖
く
な
っ
て
売
っ
て
し
ま
っ
た
。

冷
静
に
な
る
と
、
大
事
な
も
の
を
売
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
の
後
悔
が
強
く
な
り
、
翌
日
「
返
し
て
ほ
し

い
」
と
連
絡
し
た
ら
、「
も
う
手
元
に
な
い
か
ら
、

解
約
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
本
当
に
返
品
し
て

も
ら
え
な
い
の
か
？

○
訪
問
し
た
業
者
に
貴
金
属
等
を
買
い
取
ら
れ
る

「
訪
問
購
入
」
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無

条
件
解
約
で
き
る
）
制
度
は
な
く
、
後
日
返
品
を

求
め
て
も
取
り
戻
せ
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
平
成
25
年
２
月
21
日
以
降
は
、
訪
問
購

入
に
よ
っ
て
取
引
さ
れ
る
「
す
べ
て
の
物
品
」
が
、

契
約
日
を
含
め
て
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
家
庭
用
電
気
機
器
・
家
具
・
書
籍

（
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
な
ど
一
部
対
象
外
の
物
品
も

あ
り
ま
す
。

〈
法
律
の
主
な
改
正
点
〉

（
禁
止
）
約
束
な
く
突
然
に
訪
問
し
買
取
を
す
る
こ
と

（
禁
止
）
依
頼
し
た
も
の
以
外
の
物
品
の
買
い
取
り
を
強

要
す
る
こ
と

（
禁
止
）
一
度
消
費
者
が
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
再
度

勧
誘
す
る
こ
と

（
義
務
）
業
者
連
絡
先
、
購
入
価
格
、
引
渡
の
拒
否
や
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書

面
〈
契
約
書
〉
を
売
主
に
交
付
す
る
こ
と

（
義
務
）
買
取
業
者
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
に
物

品
を
第
三
者
に
売
る
場
合
は
、
売
主
と
第
三
者

に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
の
商
品
で
あ
る

こ
と
を
連
絡
す
る
こ
と

書
面
交
付
の
日
を
含
め
て
８
日
間
は
、
物
品
を
買
い
取
り

業
者
に
渡
さ
な
く
て
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

■問環境保全課消費生活相談窓口
（7６５－６５６７）

行 
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消費生活相談　特定商取引法が一部改正
訪問購入のルールが変わりました

平成21年に青年使節団の一員としてはじめて長浜
市に来て、ホーム・ステイをしました。来る前に英
語で書いたメールでホスト・ファミリーと連絡がで
きて、５人家族で娘さんたちが３人いると知りまし
た。皆さんに会えることを楽しみにしていましたが、
「どうやってコミュニケーションをとればいいか
な？」との不安もありました。
長浜市役所に着いたとき、ホスト・ファミリーは

もう待っていてくれて、そこで、ホスト・マザーと
娘さんの一人にはじめて会いました。
行く前にイブニング・スクールで日本語を勉強し

たので、ホスト・ファミリーと日本語で話してみま
した。深い話はできませんでしたが、英語が話せな
い両親とも簡単なコミュニケーションができて、う
れしかったです。
例えば、毎晩お母さんの美味しい料理を食べて、

「おいしい」や「ごちそうさま」が言えました。ま
た、娘さんの一人は大学でドイツ語を勉強していた
ので、少しだけドイツ語でも話しました。「あした、

しゅっぱつはなんじ？」と聞くと、「８Uｈｒ！（８
時）」と返事をしてくれたのを覚えています。
みんなと過ごした時間は短かったですが、本当に

楽しくて、出発したとき「絶対にもう一度長浜市で
過ごしたい」と思いました。
ドイツに帰ってから、大学で一生懸命日本語の勉

強を続けて、去年の３月から埼玉県の駿河台大学で
交換留学をするようになりました。
今回、市役所や長浜市民国際交流協会で職業実習

をするために３月４日からおよそ２週間、長浜市に
滞在しました。その間、あの時と同じホスト・ファ
ミリーの家に泊めてもらいました。本当にありがた
かったです。
今は、伝えたいことを日本語で伝えられるように

なったので、お母さんの料理をちゃんと褒められた
り、お父さんといろいろな面白い会話ができました。
もちろん娘さんたちと楽しく遊ぶこともできました。
皆さん、お世話になりました！また大好きな長浜

に戻ってきます。

職業実習のために姉妹都市であるドイツ・アウグスブルク市から来られたカリナさん。
今回は、国際交流員コラムに代えて、カリナさんからのメッセージをお届けします。

こんにちは
カリナと申します

ブブリス・カリナ

びわ湖長浜ツーデーマーチ　

せっかくウオーク「浅井三姉妹のふるさとを巡る」～小谷城跡編～　参加者募集♪

日
本
五
大
山
城
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
、
浅
井
家
の
居
城

で
あ
っ
た
小
谷
城
跡
へ
登
り

ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日

５
月
13
日(

月)

小
雨
決
行

■
定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

■
集
合
場
所
・
時
間

８
時
45
分
・
Ｊ
Ｒ
河
毛
駅

■
コ
ー
ス

Ｊ
Ｒ
河
毛
駅
―
北
国
脇
往
還

―
小
谷
城
跡
―
清
水
谷
―
Ｊ

Ｒ
河
毛
駅

■
参
加
料

１，

０
０
０
円

※
当
日
の
昼
食
（
お
弁
当
）

ガ
イ
ド
料
込

■
申
込
方
法

左
記
事
務
局
へ
電
話
で

■
申
込
締
切

４
月
19
日(

金)

■申
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
実
行
委

員
会
〈
市
民
体
育
館
内
〉

（
7
６
４
―
５
１
５
１
）

▲小谷城跡から伊吹山を眺める

みんなでconcerto
こ ん せ

長浜音楽祭２０１３　出演団体募集

今
年
の
秋
に
開
催
す
る
長

浜
音
楽
祭
に
出
演
希
望
の
湖

北
地
域
の
音
楽
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

■
開
催
日

11
月
16
日(

土)

・
17
日(

日)

■
開
催
場
所

長
浜
文
化
芸
術
会
館(

大
島
町)

■
募
集
条
件

長
浜
市
・
米
原
市
で
活
動
し

て
い
る
、
合
唱
ま
た
は
器
楽

の
団
体

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
料

３
０
０
円
／
人
（
保
険
料
含
む
）

■
申
込
方
法

直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務

局
ま
で

■
申
込
締
切

４
月
30
日(

火)

■申
長
浜
音
楽
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
〈
長
浜
文
化
芸
術

会
館
内
〉（
7
６
３
―
７
４

０
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３
―
７

４
０
１
）

市長 
コラム　 
市長 
コラム　 3434新

年
度
が
ス
タ
ー
ト

〜
合
併
結
実
か
ら
未
来
創
造
へ
〜

先
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、
合
併
４
年

目
の
総
仕
上
げ
と
な
る
新
年
度
の
予
算
等

に
つ
い
て
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
で
は
新
政
権
の
発
足
後
、
強
い
国
家

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
大
型
補
正
を
は
じ

め
、
金
融
緩
和
・
財
政
出
動
・
成
長
戦
略

と
い
う
３
本
の
柱
か
ら
な
る
経
済
再
生
に

着
手
し
ま
し
た
。

我
々
、
地
方
も
こ
う
し
た
国
の
施
策
に

呼
応
し
な
が
ら
、
長
浜
市
に
と
っ
て
よ
り

ふ
さ
わ
し
い
手
法
を
用
い
て
、
効
果
的
に

地
域
経
済
の
活
性
化
と
社
会
成
長
を
図
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
年
度
予
算
は
、
緊
急
の
課
題
で
あ
る

防
災
力
の
強
化
、
教
育
環
境
の
改
善
と
い

っ
た
社
会
資
本
の
整
備
等
に
取
り
組
む

「
長
浜
版
地
域
経
済
対
策
」
を
打
ち
出
し
、

投
資
的
経
費
に
最
大
規
模
と
な
る
１
０
０

億
円
を
確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
北
部
地
域
の
振
興
」
と
「
中

心
市
街
地
の
活
性
化
」
を
重
要
課
題
と
位

置
付
け
、
強
力
に
推
し
進
め
ま
す
。

北
部
地
域
の
自
然
が
育
む
豊
か
で
上
質

な
農
林
水
産
物
や
大
河
の
歴
史
、
地
域
に

脈
々
と
引
き
継
が
れ
る
観
音
文
化
と
い
っ

た
全
国
に
誇
れ
る
地
域
資
源
に
磨
き
を
か

け
る
と
と
も
に
、
新
た
に
芽
吹
き
は
じ
め

た
音
楽
や
芸
術
の
里
づ
く
り
が
し
っ
か
り

と
地
域
に
根
付
く
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
既
存
施
設

の
有
効
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
都
市
機
能

の
再
構
築
を
進
め
、
湖
北
地
域
の
中
心

性
・
求
心
力
を
取
り
戻
し
ま
す
。

今
年
は
、
長
浜
駅
周
辺
地
区
の
再
開
発

事
業
が
本
格
化
し
ま
す
。
新
し
い
長
浜
の

顔
づ
く
り
と
し
て
、
市
が
先
導
的
な
役
割

を
果
た
し
な
が
ら
関
係
者
と
共
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
教
育
は
国
の
礎
で
あ
り
、
国
家

百
年
の
大
計
で
す
。
子
ど
も
が
能
力
を
最

大
限
に
伸
ば
せ
る
よ
う
教
育
環
境
を
整
え

る
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
安
心
し
て
勉
強

に
集
中
で
き
る
よ
う
、
全
て
の
幼
稚
園
、

小
中
学
校
の
耐
震
化
と
全
小
中
学
校
に
冷

暖
房
を
完
備
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
健
康
、
医
療
、
子

育
て
、
福
祉
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。
健

康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
「
保
健
福
祉
複

合
施
設
」
の
建
設
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
拡
充
な
ど
を

行
な
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
元
気
で
活
力
と
希
望
に
満

ち
た
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
市
政
の
実
現
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
み
の
実
を

結
ぶ
「
合
併
４
年

目
の
総
仕
上
げ
」

と
、
ま
ち
づ
く
り

の
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
を
開
く
「
未
来

創
造
」
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

▲３月議会での提案説明
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湖
北
に
春
を
告
げ
る
長
浜
曳
山
祭

の
始
ま
り
は
、
秀
吉
が
長
浜
城
主
で

あ
っ
た
こ
ろ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
萌
芽
は
八
幡
宮
が
長
浜
に

祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
延
久
元
年

（
１
０
６
９
）
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
現
在
の
長
刀
組
の
太
刀
渡

り
行
列
が
当
時
の
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
現
在
見
ら
れ
る

曳
山
や
祭
の
形
が
整
う
の
は
江
戸
時

代
中
期
以
降
で
す
か
ら
随
分
長
い
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

祭
は
４
月
９
日
か
ら
17
日
で
す
。

４
月
９
日
は
線
香
番
や
裸
参
り
が
行

わ
れ
、
稽
古
を
初
め
て
公
開
す
る
日

で
す
。
昔
は
40
分
と
い
う
時
間
を
線

香
で
計
っ
た
の
で
こ
の
呼
び
方
が
残

っ
て
い
ま
す
。

裸
参
り
は
祭
り
に
出
る
山
組
の
若

衆
た
ち
が
祭
り
の
無
事
、
役
者
の
健

康
を
祈
っ
て
12
日
ま
で
祈
願
し
ま

す
。
12
日
深
夜
に
は
「
起
こ
し
大
皷
」

と
い
っ
て
山
組
の
若
衆
が
囃
子

し
ゃ
ぎ
り

屋
台

を
曳
い
て
各
町
内
の
関
係
者
を
起
こ

し
て
廻
り
ま
す
。

朝
に
な
る
と
「
御ご

幣へ
い

迎
え
」
で
す
。

13
の
山
組
が
神
の
依
り
代
で
あ
る
御

幣
を
戴
き
に
八
幡
宮
へ
向
か
い
ま

す
。
午
前
中
に
は
八
幡
宮
の
神
輿
が

御
旅
所
に
渡
り
、
午
後
か
ら
は
奉
納

の
順
番
籤く

じ

を
引
く
「
籤く

じ

取
り
式
」
を

行
い
ま
す
。
壱
番
を
引
き
当
て
た
山

は
、
三
番
叟
の
舞
を
奉
納
す
る
の
が

決
ま
り
で
す
。

そ
し
て
14
日
午
後
１
時
、
華
麗
に

飾
ら
れ
た
各
曳
山
は
「
よ
い
さ
ー
よ

い
さ
ー
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
八
幡

宮
へ
と
登
っ
て
い
き
ま
す
。
午
後
７

時
、
子
ど
も
役
者
は
演
じ
る
姿
で
八

幡
宮
か
ら
自
町
へ
帰
り
ま
す
。
提
灯

を
先
頭
に
ゆ
っ
く
り
と
進
む
様
は
ま

さ
に
千
両
役
者
。

翌
15
日
の
本
日
を
迎
え
る
と
早
朝

か
ら
祭
の
皮
切
り
と
言
う
べ
き

長
刀
組

な
ぎ
な
た
ぐ
み

の
太
刀

た

ち

渡わ
た

り
で
す
。
勇
ま
し

い
鎧

よ
ろ
い

に
太
刀
を
束
ね
た
子
ど
も
た

ち
、
そ
の
先
頭
に
は
尻
を
ま
く
っ
た

褌
ふ
ん
ど
し

姿
の
警
護
の
力
士
が
。
八
幡
宮

に
到
着
す
る
と
翁
招

お
き
な
ま
ね

き
と
呼
ば
れ
る

埒ら
ち

開あ

け
の
儀
式
が
行
わ
れ
、
め
で
た

い
三
番
叟
、
そ
し
て
華
麗
な
名
演
、

狂
言
（
子
ど
も
歌
舞
伎
と
も
）
が
一

番
山
か
ら
四
番
山
ま
で
奉
納
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
曳
山
は
市
街
地
へ
移

り
道
中
の
辻
々
で
狂
言
を
上
演
し
、

最
後
の
お
旅
所
で
の
奉
納
が
終
わ
る

と
、
神
輿
は
八
幡
宮
へ
と
帰
り
ま
す
。

そ
の
後
、
長
刀
山
を
先
頭
に
曳
山
は

夜
更
け
の
街
を
各
山
組
へ
と
帰
っ
て

行
く
の
で
す
。

駆
け
足
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
長
浜
の
誇
り
と
い
う
べ
き
祭
礼

行
事
の
内
容
は
日
本
人
の
文
化
を
色

濃
く
残
し
、
大
変
貴
重
だ
と
評
価
さ

れ
、
昭
和
54
年
、
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。
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シリーズ/

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、438件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成24年６月１日現在

国指定重要無形民俗文化財
長浜曳山祭の曳山行事

昭和54年２月３日指定

■問
長
浜
曳
山
博
物
館

（
7
６
５
―
３
３
０
０
）

▲長浜八幡宮での子ども歌舞伎

▲裸参り

▲夕渡り

▲太刀渡り

三
番
叟
役
者
を
決
め
る
矢
籤
の
神
事

が
、
長
浜
八
幡
宮
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

役
者
を
希
望
す
る
３
人
が
く
じ
を
引

き
、
昨
年
に
引
き
続
き
応
募
し
た
福
沢

亮
真
く
ん
が
、
先
端
に
赤
い
し
る
し
の

つ
い
た
当
た
り
く
じ
（
矢
）
を
引
き
当

て
ま
し
た
。

今
年
の
曳
山
祭
で
、
子
ど
も
歌
舞
伎

の
始
ま
り
に
、
一
番
山
の
舞
台
で
三
番

叟
を
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
福
沢
く
ん

は
、「
こ
れ
か
ら
練
習
を
頑
張
っ
て
、
い

い
舞
を
見
せ
た
い
。
化
粧
し
て
舞
台
に

立
つ
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
大
役
に
緊

張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
、
決
意
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
三
番
叟
は

福
沢
亮
真
く
ん

(

長
浜
小
４
年
・
公
園
町)

フ
ォ
ト
サ
イ
ト

作
品
募
集

４
月
６
日
〜
17
日
に
撮
影
さ
れ
た
、

長
浜
曳
山
祭
の
写
真
と
、
そ
れ
に
ま

つ
わ
る
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
コ

メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
題
材
　
平
成
25
年
度

長
浜
曳
山
祭

▼
対
象
　
　
　
ど
な
た
で
も

▼
募
集
期
間
　
４
月
６
日(

土)

〜

５
月
６
日(

月
・
祝)

▼
賞
　
金
賞
　
賞
金
５
万
円

銀
・
銅
賞
　
地
域
特
産
品

＊
応
募
は
す
べ
て
サ
イ
ト
上
か
ら
と
な

り
ま
す
。
メ
ー
ル
や
直
接
送
付
な
ど

で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
長
浜
曳
山

祭
フ
ォ
ト
サ
イ
ト
へ
。

h
ttp
://p
h
t.n
agah

am
a-

h
ikiyam

a.o
r.jp
/

■問
長
浜
曳
山
祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

実
行
委
員
会
事
務
局
〈
長
浜
観
光

協
会
内
〉（
7
６
５
―
６
５
２
１
）

■
線
香
番

18
時
頃
か
ら

〈
各
山
組
稽
古
場
〉

■
裸
参
り

20
時
頃
か
ら

〈
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〜

豊
国
神
社
〜
山
組
町
内
〉

■
御
幣
迎
え

７
時

〈
長
濱
八
幡
宮>

■
神
輿
渡
御

10
時

〈
長
濱
八
幡
宮
〜
御
旅
所
〉

■
籤く

じ

取
り
式

13
時

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
子
ど
も
歌
舞
伎

18
時
頃
か
ら

〈
各
山
組
町
内
〉

■
子
ど
も
歌
舞
伎

午
前
中

〈
各
山
組
町
内
〉

■
登
り
山

昼
過
ぎ
か
ら

〈
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
夕
渡
り

19
時
か
ら

〈
長
濱
八
幡
宮
〜
一
八
屋
辻
〉

■
朝
渡
り
　
８
時
頃

〈
各
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
太
刀
渡
り
・
翁
招
き

９
時
過
ぎ

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
子
ど
も
歌
舞
伎

９
時
55
分

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
神
輿
還
御

21
時
頃

〈
御
旅
所
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
戻
り
山

神
輿
還
御
の
後

〈
御
旅
所
〜
山
組
町
内
〉

■
後
宴
（
子
ど
も
歌
舞
伎
）
昼
夜

〈
各
山
組
町
内
〉

■
観
劇
会

10
時
55
分
か
ら

〈
長
浜
文
化
芸
術
会
館
〉

■
御
幣
返
し

８
時

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

13日
(土)

９日
(火))

17日
(水)

14日
(日）

16日
(火)

15日
(月)

9～12日
(火)～(金)

今年の出番山と子ども歌舞伎の外題

萬歳樓
ばんざいろう

（瀬田
せ た

町組
まちぐみ

）壺坂霊験
つぼさかれいげん

記
き

翁山
おきなざん

（伊部町組
いべちょうぐみ
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の滝
たき

実盛物語
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の
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席 
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八
屋
例
席 

金
屋
例
席 

県
道
長
浜
近
江
線 

（
旧
国
道
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線
） 

曳山博物館 
 

オルゴール堂 
 

フィギュアミュージアム 

鮒
熊
例
席 

八
　

幡
　

宮 

16:05 
17:20 
18:30 
19:40

１番山 
２番山 
３番山 
４番山 

１番山 
２番山 
３番山 
４番山 

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線 

北 

黒壁ガラス館 

八幡宮 
 ９:55 
11:10 
12:20 
13:30

鮒熊例席 
←── 
←── 
14:20 
←── 

金屋例席 
←── 
13:25 
←── 
15:30

一八屋例席 
12:10 
←── 
16:20 
←── 

米嘉例席 
←── 
15:25 
←── 
17:30

札の辻例席 
14:10 
←── 
←── 
←── 

長
浜
駅 

■本日(15日)の子ども歌舞伎開演場所

昨
年
の
曳
山
祭
か
ら

春爛漫

長浜曳山祭
４月９日(火)～17日(水)

子ども歌舞伎観劇会
観覧券発売中

４月16日（火）に長浜文化芸
術会館で演じられる子ども歌
舞伎を１番山から４番山まで
ゆっくりと鑑賞できます。
【料金】2,000円／人

■問観光振興課(7６５－６５２１)
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有
料
広
告
欄

過疎と不況に苦しむ町で、葉っぱを料
理の〈つまもの〉として販売し、年商
２億円以上を稼ぎ出すほどに。実話を
もとにした物語。
【と　き】４月６日(土)・７日(日)
①10時30分②13時30分③18時30分
（受付は30分前）
【ところ】長浜文化芸術会館（大島町）
【入場料】一般1,500円(前売り1,000円)

小・中・高800円(前売りなし)
■問長浜文化芸術会館（7６３－７４００）
※同内容で４月12日（金）、ルッチプ
ラザでも上映されます。

【と　き】４月13日(土)11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場（田村町）
【内　容】福引抽選会、特売セール、

うどん・そば・おにぎり・
いなり寿司コーナー

■問長浜地方卸売市場
（7６３－４０００）

【と　き】４月～11月（８月除く）
原則第２日曜日　９時30分～11時30分
【ところ】五先賢の館（北野町）
【講　師】大吉寺住職　吉瀬和尚
【参加料】１回　500円
※どなたでも参加できます。持ち物は
ありません。

■問五先賢の館（7７４－０５６０）

甲子園ボウルと並んで長浜が誇る歴史
あるボウルゲーム。
【と　き】４月29日（月・祝）
【ところ】滋賀県立長浜ドーム(田村町)
【入場料】一般1,200円(前売り1,000円)

高校生600円(前売り500円)
中学生以下無料
前売り場所：アルプラザ長浜

【日　程】
10時 長浜西中対池田ﾜｲﾙﾄ゙ ﾎ゙ ｱー ｽ゙
11時40分 長浜南中対王子ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ
14時30分 立命館大パンサーズ 対 名

城大ゴールデンライオンズ
■問滋賀県アメリカンフットボール連盟
八木（7０７７－５３７－０２３２）

介護の基礎知識・技能を習得し、地域
福祉の向上に役立つ研修です。
【と　き】５月13日～９月18日のうち

25日間
【ところ】特別養護老人ホームアンタ

レス（加田町）など
【定　員】40人(応募者多数の場合選考)
【受講料】52,500円（教材・実習費込）
【申込み】４月22日(月)までに青祥会

の各施設へ直接
※詳しい日程等は問合せください。全
日程受講できる人が対象です。

■問青祥会本部（7６８－４１１４）

遠州会浅井支部のメンバーが講師を務め
ます。「和」の美しさを学びませんか。
【と　き】年間５回

13時30分～15時
【ところ】五先賢の館（北野町）
【対　象】小学生・中学生
【定　員】30人
【参加料】１回500円
■問■申五先賢の館（7７４－０５６０）

パソコンでオリジナルエコバッグをつ
くります。
【と　き】５月25日(土)、６月22日(土)

７月27日(土)
①10時～12時
②13時30分～15時30分

【ところ】湖北地域しょうがい者相談
センターほっとステーショ
ン(末広町)

【対　象】湖北地域在住のしょうがい
のある人

【定　員】各回３人（先着順）
【参加費】500円（材料費）
【申込み】４月８日(月)～電話・FAX・

Eメールのいずれかで受講
希望回、氏名、連絡先を下
記まで

■問■申湖北地域しょうがい者相談センター
（7６４－５１３０　FAX６４－５１３１
Eメールhotst@ex.bw.dream.jp）

しょうがいのある人で、これから地域
で一人暮らしをはじめようとする人を
対象に、一人暮らしに必要な技術や方
法を学んでいただくための講習や実習
を実施します。
【受講期間】６月～平成26年３月のうち

24日間程度
【対象者】
①グループホームの入居者でアパート
等での一人暮らしをめざす人

②施設入所者、精神科病院等長期入院
者でアパート等での一人暮らしを
めざす人

③親元を離れアパート等での一人暮ら
しをめざす人

【内　容】ピアカウンセリング、権利擁
護、調理実習、外出実習等

【定　員】10人程度（面接・選考あり）
【受講料】無料(交通費等実費負担あり)
【申込み】４月30日(火)までに下記まで
■問・■申
長浜米原しょうがい者自立支援協議会
事務局〈しょうがい福祉課内〉
（7６５－６５１８　FAX６４－１７
６７　Eメール　shougaifukushi@
city.nagahama.lg.jp）

いっしょにあそびましょう！
【と　き】５・６・７・９・11月の年５回
【ところ】サンサンランド（地福寺町）
【内　容】親子ふれあいあそび、おはな

し、おしゃべりタイムなど
【対　象】市内在住の未就園児で「な

かよし広場」に参加したこ
とがないお子さんと保護者
※サークル未加入の人を優
先します。

【参加費】子ども１回100円(当日集金）
【定　員】親子40組×３グループ(計120組）
【申込み】４月８日(月)からはがきまた

は下記まで直接（住所、親
子の氏名・ふりがな、電話
番号をお知らせください）

■問■申サンサンランド（〒526－0036
地福寺町4－36 7６２－３７１２
６５－６４３３）

地域振興のため長年の悲願であった県
道丁野虎姫長浜線の中野町から五村ま
でのバイパス工事が完了し、全線開通
することになりました。４月７日
(日)15時30分ごろから通行できます。
＜開通式＞
【と　き】４月７日(日)

13時～田川・七縄川新橋渡初め
14時～竣工奉告祭および記
念式典等

【ところ】虎姫商工会館前（田町）
【内　容】テープカット、北高ブラス

バンド部の演奏など
【主　催】県道丁野虎姫長浜線開通式

実行委員会
■問虎姫支所地域振興課
（7７３－４８５３）

市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報室（7６５－６５０４）までご連絡ください。情報ひろば 

◇映画「人生、いろどり」上映会

◇第63回長浜ひょうたんボウル ◇茶道教室

◇しょうがい者対象パソコン体験教室

◇社会福祉法人青祥会
介護職員初任者研修

◇きゃんせ土曜市

◇座禅会

催し・行事

講座・教室

お知らせ

不用品交換情報（３月15日現在）

ください（無料）
○全自動洗濯機○幼児用自転車○石臼
と杵○ビデオデッキ○ピアノ○手押し
式耕運機○レザー製３人掛けソファ
○ワープロ○６畳用上敷き○携帯電話
用充電器○オープンリールレコーダー
○子ども用自転車○大人用自転車
ゆずってください（有料）
○下駄箱○ピアノ○手押し式耕運機
○６畳用上敷き○子ども用自転車
あげます（無料）
○石臼と杵○電気ストーブ○電気カー
ペット（２畳用）○スノーボード
○スノーボード用靴(26.5cm)○学習
机○本棚○ロフトベッド
ゆずります（有料）
○大正琴○電動自転車○カーナビ○子
ども用自転車○ベッド用補助テーブル
○シルバーカー○アップライトピアノ
■問環境保全課(7６５－６５１３)
現物は保管していません

【と　き】４月２日(火)10時～14時
４月20日(土)12時～16時

【ところ】長浜市民交流センター相談室
【相談員】下地久美子さん(臨床心理士)
【料　金】無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守
■申平日：人権施策推進課
(7６５－６５５６　専用ダイヤル)
土日：市民交流センター
(7６５－３３６６)

女性の悩み相談(要予約)

【診療日】４月７日、14日、21日
28日、29日
５月３日、４日、５日、
６日、12日、19日、26日

【診療時間】９時～18時
【受付時間】８時30分～11時30分

12時30分～17時30分
【場　所】宮司町1181－2
【電話番号】６５―１５２５
※受診時は保険証・お薬手帳をお忘れ
なく。

■問健康推進課（7６５－７７７９）

長浜米原休日急患診療所
４・５月の診療日のお知らせ

【長浜地域】４月25日(木)18時～20時
長浜市民交流センター

【浅井地域】４月26日(金)18時～20時
湯田公民館

【びわ地域】４月26日(金)19時30分～21時
びわ公民館

【虎姫地域】４月26日(金)18時～20時
時遊館

【湖北地域】４月15日(月)18時～20時
湖北福祉ステーション

【高月地域】４月10日(水)13時～15時
高月支所

【木之本地域】４月18日(木)15時～17時
公立木之本公民館

【余呉地域】４月27日(土)13時～16時
山村開発センター

【西浅井地域】４月17日(水)13時～15時
西浅井公民館

■問社会福祉課
(7６５－６５３６)
市ホームページ
「結婚相談」で検索
またはQRコード

結婚相談
◇しょうがい者自立生活プログラム
（湖北自立生活塾）

◇なかよし広場

◇県道丁野虎姫長浜線バイパスが
開通します



植物油インキで印刷しています。 再生紙を使用しています。

まちの

人口
平成25年３月１日現在　　人口　123,563人　　　男　60,411人　　　女　63,152人　　　世帯数　44,219世帯

平成25年２月中の異動　　転入 170人　　　転出 226人　　　出生 71人　　　死亡 109人　　　婚姻41件

ケンカもするけど、弟思いの優月とねえね大

好きの陽仁は、お父さんとお母さんの宝物だ

よ。いつまでも仲良し姉弟でいてね。

※このコーナーは、市内在住のお子さんたちの顔写真を掲載するコーナーです。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
まずは、市民広報室（7６５－６５０４）まで電話にて申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも設置しています。市のホームページでもご覧
いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報室まで。
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「こんにちは、ケイミーです」と、澄ん
だ明るい声で、イベントでの司会やラジオ、
インターネットを通じて地域の魅力を発信
し、聴衆を魅了する「ケイミー」こと板山
きよ美さん。
地元で活躍する板山さんですが、実は生

まれも育ちも東京都。昭和60年の結婚を
機に長浜に越してきました。当時、長浜に
は知り合いもなく、人や地域とのつながり
を求め、県立男女共同参画センターのセミ
ナーに参加します。そこで知り合った女性
仲間とともに、平成10年、女性に役立つ
情報を発信する「びぃ～め～る企画室」を

設立。このときから地域づくりの魅力に興
味を持ち始めたといいます。
そして平成17年、びぃ～め～るを通じ

てＦＭラジオ番組に出演したことを契機
に、湖北など県北部の魅力を発信する「キ
タマチ交差点」という番組を持つようにな
りました。
番組では、「ただ原稿を読んでいるだけ

ではつまらない」と考え、取材、企画、発
信を自らこなし、自分が社会の中で輝ける
スタイルを確立していったそうです。
その後、これまで培った自分のスキルを

活かし、平成23年にインターネット動画

放送メディア「ＳＴＵＤＩＯこほく」を設
立し、現在、市民目線で湖北の魅力を楽し
く紹介しています。
「何かを始めるのに、年齢も性別も関係

ないと思います。想いをもって自ら動くこ
とで、出会いがうまれ自分らしく輝ける場
がきっと見つかります。そんなまちをみん
なで創っていけたらいいですね」と板山さ
ん。
今後は、「市内に地域情報を発信するカ

フェ形式の拠点を作りたい」と、次なる自
分スタイルを活かす場を考えているようで
す。今後の板山さんの活躍に注目です。

ケイミー

板山 きよ美さん（山階町）
STUDIOこほく代表

自分を活かし、
輝けるまちに

撮影場所：ヤンマーミュージアム

ケイミー

板山 きよ美さん（山階町）
STUDIOこほく代表


